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1 .結言
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浜野ら (1969)は， 昭和35年頃から北海道根室半島において毎年5月末から 7月上旬に受

胎したウシの中から長期在胎が発生L，子ウジは体表部無毛を主徴とするほか，頭部奇形，四

肢短小などの異常が見られるが，これらの原因は遺伝的なものではなく，胎児JJIの臨界期に母

ウVが何らかの外的感作を受けたために生じたのではないかと報じた。その後もこの地方で

は，この種の奇形が毎年数例ずつ発生しているが，最近は根室半島のみでなく，他の道東地域

にも希に発生を見ている。

著者らは，この原因を究明する目的で，無毛奇形発生地区および分娩母ウVの調査，奇形

子ウシの肉眼的ならびに組織学的検索， ならびに妊娠牛に対するバイケイソウ (Veratrum

grandiflorum Loesen， fil)給与実験などを実施したので，それらの成積を報告する。

II. 調査方法

1. 発生地区の調杢

奇形発生が多い根室半島において，農家からの聞き取り，獣医師のカルテ，農業協同組合

の人工授精台帳などにより，奇形発生状況を調査した。
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